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令和1年8月7日(水)　　　　　　　　　　　　　　司会：鳥谷部久美子　記録： 蕨野　主
	矢幅
	角濱
	小川
	菅原
	戸賀沢
	鳥谷部
	石田
	藤田
	蕨野
	馬場

	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	◯
	業務
	◯
	◯
	業務

	工藤
	山田
	大川
	東
	北城
	
	
	
	
	

	年休
	業務
	業務
	業務
	業務
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・防災委員会より：8月23日（金）に避難訓練実施予定。

・ストレスチェックについて

実施期間：2019年7月1日(月)　～　2019年8月31日(土)

対象者：2019年5月31日時点で就業している職員

質問数  ：57問（所要時間およそ5分）

実施方法：Webにて実施

・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

委員会の締め切りは抄録が9月中旬、PPTは10月上旬を予定している。

委員会提出前に、抄録を8/15（木）までに菅原AOMに提出すること。

・令和元年度青仁会秋祭りのフリーマーケット出展者募集について

ご家庭の不要な物、野菜、果物等の提供者も同時に募集。

詳細は掲示板を確認すること。

・7月分の月報について：8月5日（月）までに作成すること。

・患者動静報告、日誌に見学者・体験利用者を記載する際には、年齢、性別、診断名等の基本情報、医学的情報を載せるようにすること。

・ひので給食センターのお盆休業（8/12～8/16）に伴い、ノースネバーランドの同期間の注文について、8/9（金）に取りまとめて連絡する予定としている。

・医療安全管理委員会より厚生労働省の「熱中症予防のために」がWIZ掲示板に掲載されています。各自参照してください。

・昇格試験案内
下記の日程で昇格試験を実施します。
受験対象者で有る事をご確認のうえ申し込みください。
１．試験日程：８月１９日(月)・２２日(木)２３日(金)　３日間
２．場　　所：メンタル４階メモリアルホール 　 【八戸会場】
　　　　　　　ＬＣＰみさわミーティングルーム　【三沢会場】
３．試験時間：１７：３０～１８：３０
４．申込期限：８月５日（月）～８月９日（金）１７：００
５．対象職員：中級・上級受験資格者
６．申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒昇格試験申込
・賞与支給
夏季賞与は８月８日（木）指定口座に振り込まれる予定となっています
・看護グループ内研修

日　時：8月5日（月）17：15～

場　所：病院2階　会議室

テーマ：コミュニケーション技術

対　象：全職員

講　師：成田JGM

日　時：8月26日（月）17：15～

場　所：病院2階　会議室

テーマ：リーダーシップ

対　象：入職１年以上の職員

講　師：藤原SGM

日　時：8月29日（木）17：15～

場　所：病院2階　会議室

テーマ：救急対応

対　象：全職員

講　師：松沢JGM＜路上喫煙の対策について＞

＜利用者様情報＞

デイケア

・寺沢　彩様　　～昨日、本人より電話連絡があり、息子様の病院受診の際に自身も見て貰った結果、母子ともに手足口病を発症していたと話している。その為、デイケアに暫くは来れないと話しており、体調が回復してきた際にまた電話連絡をすることとし、電話を終えている。
・東海林　紀子様～以前より、就労日を隔週木曜から、毎週木曜へ変更したいと希望が聞かれていた。先日事業所へ相談してきたと話している。その際、8月の出勤率に応じ、出勤率が良好であれば、9月より毎週木曜へ変更すると説明を受けたとの事。
・石井　幸子様　～本日よりデイケア利用開始。来所時にスタッフに「今日からデイケア利用になります」と挨拶した後に日課を行っている。
デイトケア

・津嶋　イチ子様～青風荘より情報の提供があり。昨日の帰荘後から気分の高揚みられ、一昨日の外泊の話をしきりに他利用者様にしていたと。また夜間帯の23時に個室トイレ待ちをしている際にも、トイレに入室中の他利用者様に積極的に外泊の話を一方的にしており、スタッフが介入し注意促し実施しているとの事。本日のデイナイトケアでも気分の高揚観察され普段話し掛けの見られない他利用者様にも話し掛けが観察されている。
・稲垣　ふき様　～青風荘より情報の提供があり。昨日いとう整形外科受診し、右膝関節に関節注射施、腰部に筋肉注射施行したと。また、骨密度検査実施し、塗布薬等が60日分処方されたとの事。本日のデイナイトケアでは、膝や腰の痛みの訴えは無く経過している。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報の提供があり。昨日で排便-5日目との事で本人様に腹部の状態確認したところ「今のところはまだお腹は苦しくない」と発言聞かれたとの事。デイナイトケアでの排便状態の観察と排便が出た際の報告依頼を受けている。また、本日の朝食時にふらつき観察され、その際にテーブルに後頭部をぶつけたとの事。出血や瘤などの外傷は無く本人に痛みの確認をすると「そんなに痛くない」と発言が聞かれたとの事。本日のデイナイトケアでも「少し痛い」と頭部の痛みが聞けれているが、通常同様にプログラムなどには参加出来ている。
ショートケア

カンファレンスシート（小笠原　富治　様）

実施日：H31年8月7日（水）13：30～14：00

担当： 

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	小笠原　富治　様
	性別
	男
	年齢
	82
	生年月日
	S12.3.9


	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の修得、身体機能の維持、対人関係の改善、作業能力･持続性の向上、病識を身に付ける

＊精神療法･薬物療法を継続して行い、日常生活能力の維持を図っていく。

	本人希望
	病状の安定と現在の生活維持

	家族希望
	病状の安定と現在の生活維持

	入院歴
	計3回（最終：S42年3月19日～H13年6月19日）青南病院

	通所歴
	1回目

· 前回：H年月日～H年月日

· 今回：H13年6月21日～現在　(デイナイトケア　週5回）

	その他サービス利用

	なし


	住居：青風荘


	家族構成

両親はすでに他界しており、妹と義弟が支援の中心となっていたが、Ｈ23年6月妹夫が他界されている。他の兄弟との交流は全く無い。




	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳　1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

後期高齢者医療　要介護：1→申請し直し依頼中

自立支援・重度医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載
十和田湖町にて出生。同胞5名の第4子。高校3年時より「目が変だ。」と言い始め、サングラスを常にかけるようになり、その頃より精神の変調をきたし始めていた様子。昭和30年に三本木農業高校を卒業後は、三沢市の婦人衣料品店に6ヶ月程勤めるが、その際「鼻や目が悪い。」と言い仕事を辞めて自宅にこもるようになる。それ以降は、仕事をせず食べたい時に食べ、寝たい時には寝るなど無為な生活となり、さらにはガラスを壊したり障子を叩いて壊したりする等の器物破損行為や易怒性が出現し家族が注意すると逆上する事があった。昭和38年頃、十和田中央病院へ2ヶ月程入院。その後も、精神科へ数ヶ月間入院した事があった。（詳細不明）S42年3月、急性症状は認められないものの、無為自閉的であり他者との交流も無く、保清も出来ない状況となりS42．3．19当院入院（～H13．6．19）。
・退院後はｹｱﾎｰﾑ｢青風荘｣へ入所し、当院への定期的な外来通院(1回/4週)・服薬､精神科ﾃﾞｲﾅｲﾄｹｱへの通所(5回/週)を継続している。

・時折、空笑・表情の硬さが認められるが、幻覚・妄想は潜在化している。残遺欠陥固定状態で感情鈍麻・意欲の低下が著明であり､活動性は低下している。また､認知機能の低下が認められ､判断力･理解力が低下している｡

Ｓ38年　（2ヶ月程）　　　　　　　　入院　　　　　十和田中央病院

　Ｓ38年　（3ヶ月程）　　　　　　　　入院　　　　　十和田市内の精神科（詳細不明）

Ｓ42年3月19日～Ｈ13年6月19日　入院　　　　　青南病院


【目標・治療計画】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘、青陽館での生活を続ける。

	①服薬自己管理をしっかりと行い、誤薬しないようにする。
	①服用忘れや誤薬をしないように意識する。
	①誤薬防止のために薬包に日付を記入しているため、服用時は表記をしっかりと確認する。スタッフは、確実な服用ができているか確認を行う。日課を行った後に飲み忘れていることがあるため、その際は声掛けをする。

	
	②むせ込まないように食事をし、誤嚥を防ぐ。
	②食事は良く噛んで時間を掛けて摂るようにする。
	②食事摂取時、むせ込みがあるため、水を用意し、食事は姿勢を正して食べる。スタッフは、食事時の姿勢に注意し、口へ入れる量の加減と良く噛んで時間を掛けて食べるように声を掛ける。

	
	③現状維持する為に、体力低下・腰痛悪化を防ぐ。
	③自身の動ける範囲で運動に参加する。
	③腰痛がある際はスタッフに話し、無理のないよう運動に参加する。腰に負担になりそうな体勢や運動をしている際はスタッフから声を掛け、腰の負担とならないよう意識をする。


	①日課に取り組んだ後、服用忘れのないように意識することができる。
	・現在服薬はスタッフ管理であるが、時間になると服薬を取りに来ることができている。
服薬後、空包をスタッフに見せ、服薬確認を受けている。
	今後、服薬管理はスタッフ管理であるが、継続して自ら時間に取りに行き、服薬後はスタッフに空包を確認してもらう。

⇒目標変更

服薬は自己管理から、スタッフ管理となる。

	②時間を掛けて食事が出来るようになる。
	・食事中に、むせ込みがある。

⇒口へ入れる量が多く、食事を終えるのが早いので、量の加減と良く噛んで時間を掛けて食べるように声を掛け、食事には水を用意してもらう。

⇒スタッフの声掛けなくとも水を用意して食事を摂ることが出来ている。食事中にむせ込むことがあるが、その後の食事摂取に支障はない。
	食事中のむせ込みに注意し、引き続き誤嚥防止に努める。
食事時の姿勢も悪いため、都度声掛けを行っていく。



	③自身の動ける範囲で運動に参加する。
	・肩関節の痛みの為運動プログラムは行える範囲で参加している。最近は、ウォーキングは参加、ラジオ体操、筋力トレーニングは欠席している。他、毎週水曜日は歌謡フラダンスに参加している。

	運動は出来る範囲で行うように声掛けし、現状維持に努める。腰痛、肩関節痛がある際はスタッフに話し、無理のないよう運動に参加する。

⇒目標継続

	（その他）
特に病状の変化はない。
時折、放歌や空笑がみられることがある。日中の居眠りが多く、特に午後の眠気が強い様子がある。プログラム中は殆ど居眠りしているが、夜間の睡眠は確保できている。居眠りしていることからプログラム終了の挨拶後、立ち上がる際にふらついて転倒したことがある。以前から腰痛の訴えがあるが、最近は右下肢を引きずるように歩いている。7/3は｢胸が苦しい、静養室で休みたい｣と訴え聞かれ静養室で休養している。また、両肩周囲の痛みの訴えは継続的に聞かれており「痛みは首の後ろから強く広がっているように感じる」と話している。運動プログラムは行える範囲で参加している。7/15青風荘より情報提供があり、全体ミーテイングに出席し、3人のメンバーの名前を忘れていることや、シャワーを使用する際に、水が出ないことを話しており、蛇口を捻る事で水が出ることを説明しており、認知機能低下している様子があるとのこと。また青風荘スタッフの意向により、自室にポータブルトイレを設置し問題なく使用出来ていたとの事。食事中に関しては、むせ込む様子が見られ、必ず水を用意して食事摂取している。以上の経過から、7/17、ケア会議を実施。現在、姪様が神奈川在住であるため、川崎内の有料老人ホームもしくはグループホーム、サービス付き高齢者向け住宅を探していき、準備をすすめていく事となる。その後、7/30八戸市の施設見学を実施。サービス付き高齢者向け住宅シニアパンション田面木を見学し「良いところです」と話している。次回、8/7に他の別施設見学を実施予定としている。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体機能、認知機能の維持をし、施設入所が出来る。
	1 服薬は、スタッフ管理となるが、時間に取りに行く。

（時間を意識する。）
	①服用した後は、空包をスタッフに渡す。
	今後服薬管理はスタッフ管理であるが、継続して、自ら時間に取りに行き、服薬後はスタッフに空包を確認してもらう。



	
	②むせ込まないように食事をし、誤嚥を防ぐ。
	②食事は良く噛んで時間を掛けて摂るようにする。
	②食事摂取時、むせ込みがあるため、水を用意し、食事は姿勢を正して摂取する。スタッフは、食事時の姿勢に注意し、口へ入れる量の加減と良く噛んで時間を掛けて摂取するように声を掛ける。

	
	③現状維持する為に、体力低下、腰痛悪化、肩関節痛を防ぐ。
	③自身の動ける範囲で運動に参加する。
	③腰痛、肩関節痛がある際はスタッフに話し、無理のないよう運動に参加する。負担になりそうな体勢や運動をしている際はスタッフから声を掛け、腰部や肩の負担とならないよう意識をする。


主介護者：姪様夫婦


（ミサ様の娘様）





姉（ミワ様）H27.他界








姉（セツ様）H29.他界





兄（所在不明）








本人





妹（ミサ様）H29.他界





妹夫（正一様）様　）








